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令和8年度リウマチ財団登録医

令和8年1月企画運営委員会議事録
審議概要を以下の通り報告します。
企画運営委員会 委員長　川合眞一
日時：令和8年1月13日（火）18：30～19：30

国際学会におけるリウマチ性疾患調査・研究発表に対する助成要綱

日本リウマチ財団は、東京都港区版ふるさと納税制度の「団体応援寄付金」対象団体です。
全国どちらにお住まいの方でもご寄付いただけます。
応援したい団体として日本リウマチ財団を指定した寄付を
いただくことで寄付額の70%を上限として補助金が、港区
から財団へ交付されます。
また、ご寄付いただいた金額のうち2,000円を超える額が
「所得税」「個人住民税」から控除されます。（控除額には収入
や家族構成等に応じた上限があります） 

港区版ふるさと納税（日本リウマチ財団応援寄付金）

　先日は東京でも雪が降りました。ちなみに私
は毎年お正月に、鹿児島の実家で初雪を見てい
ます。鹿児島でも雪が降るのかと驚かれること
も多いのですが、年の節目を実感させてくれる
風景です。
　本号では、研究と臨床を横断する多彩な内容
をお届けしました。厚生労働省におけるリウマチ

対策の全体像が示され、日常診療の背後で、
多面的な取り組みが着実に進められているこ
とに、改めて気づかされました。今後、研究成果
が臨床現場にどのような形で届いていくのか、
期待が高まります。
　そんな中で、「リウマチ人」で紹介された岸本
忠三先生のお言葉と歩みは、多くの示唆を与え
るものでした。IL-6研究という基礎医学の探究
が、やがて治療薬として結実し、世界中の患者
の人生を変えていく。その過程で語られるのは、

コツコツと研究を継続することの大切さでした。
現在さまざまな研究が推進される中で、その原
点を示す存在として、深い感銘を受けました。
　日々の診療では、目の前の患者対応に追わ
れ、「研究」を遠いものと感じることも少なくあ
りません。しかし本稿を通じて、診療と研究は
決して分断されたものではなく、同じ方向を向
く営みであることを再認識しました。研究の積み
重ねが確実に診療を形づくり、診療の現場がま
た次の研究へとつながっていきます。リウマチ

編集後記

令和8年度リウマチ財団登録理学・作業療法士
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令和8年度海外派遣医

■候補者募集
制度の趣旨
この制度は、若い優れたリウマチ専攻医を海外に派遣・研修させ、日本のリウ
マチ学およびリウマチ治療対策の進歩を期待するものである。
受入機関・時期・待遇
（1）派遣医は原則として、海外の1つのリウマチ・膠原病等診療研究機関に1年
以上滞在して研修を受けるものとする。　（2）派遣医は令和8年度中に出発
するものとする。令和8年度中に出発しないときは、派遣医の資格は無効と
する。　（3）奨学金 1名300万円とする。

■新規申請
資格（要件） 
1. 申請時に3年以上の臨床経験が有り、現在に至るまで通算1年以上リウマチ性疾患の診療
 に関わっている。なお、平成16年以降医師資格取得者は初期臨床研修修了者であること。
2. 直近の5年間において
 （1） リウマチ性疾患診療患者名簿 10例
 （2） リウマチ性疾患診療記録（上記名簿のうち） 5例
 （3） 財団が主催又は認定する教育研修会に出席し、教育研修単位
  20単位以上を取得（治験等教育研修単位に充当できる単位あり）
 ● 特例申請
   日本リウマチ学会リウマチ指導医の先生は、上記1、2が免除。
審査料（申請時） 1万円　 登録料（審査に合格後） 2万円
登録有効期間 5年間（令和8年6月1日～令和13年5月31日）

■更新申請
令和8年度更新該当者 ： 昭和62年度、平成2・5・8・11・14・17・20・23・28年度、
  令和3年度に資格を取得された方
更新料 2万円
 1万円※日本リウマチ学会リウマチ専門医又は日本整形外科学会認定リウマチ医
登録有効期間 5年間（令和8年6月1日～令和13年5月31日）

■新規申請
資格（要件） 
1. 申請時に3年以上の理学・作業療法士実務経験が有り、直近5年間において通算1年以上
 リウマチ性疾患のリハビリテーションに従事した実績があること。
2. 直近の5年間において
 （1） リウマチ性疾患リハビリテーション指導患者名簿 10例 ＊ 
 （2） リウマチ性疾患リハビリテーション指導記録（上記名簿のうち） 5例 ＊ 
 ＊関節リウマチ症例を含むことが望ましい。
 （3） 財団が主催又は認定する教育研修会に出席し、教育研修単位20単位
  以上を取得（治験等教育研修単位に充当できる単位あり） 
審査料（申請時） 1万円　 登録料（審査に合格後） 5千円
登録有効期間 5年間（令和8年5月1日～令和13年4月30日）

■更新申請
令和8年度更新該当者 ： 令和3年度に資格取得された方
  （TR0134～TR0151、TS0101～TS0112）
更新料 1万円
登録有効期間 5年間（令和8年5月1日～令和13年4月30日）

受付期間：令和8年2月1日～4月30日（消印有効）

受付期間：令和8年3月1日～5月31日（消印有効） 受付期間：令和7年12月1日～令和8年3月31日（消印有効）
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日本リウマチ財団の活動はみなさまのご寄付によって支えられて
おります。当財団の活動にご賛同を賜り、継続的なご支援をいた
だけますと幸甚に存じます。なお、当財団への寄付金には税制上の
優遇措置が適用されます。

ご寄付のお願い 詳細

ふるさとチョイス
操作方法詳細

川添麻衣
東邦大学医学部内科学講座膠原病学分野（大森）
講師

令和8年
11月15日（日）

広島コンベンションホール
ハイブリッド形式

平田　信太郎　教育研修委員会委員
広島大学病院リウマチ・膠原病科 教授

中国・
四国地区

令和9年
2月27日（土）

山形大学医学部50周年記念講堂
ハイブリッド形式

髙窪　祐弥　教育研修委員会委員
山形大学医学部リハビリテーション部 病院教授

北海道・
東北地区

令和9年
3月14日（日）

（調整中）
ハイブリッド形式

冨田　哲也　教育研修委員会委員長
森ノ宮医療大学大学院保健医療学 教授近畿地区

開催地区 開催日 開催場所
開催形態 代表世話人

令和8年度リウマチの治療とケア教育研修会

次の方々からご寄付を賜りました。感謝の意を表してご芳名を掲載させていただきます。
𠮷田健太郎様　家亦良典様　伊藤聡様　武永美津子様　川合眞一様
有限会社クレイドル様　小泉恵様　匿名ご希望4名様

ご寄付をいただいた方々

■候補者募集
助成対象の調査・研究発表
 次の国際学会において、発表するリウマチ性疾患の病因、治療、予防・疫学等に関する調査・研究
助成対象の国際学会・助成限度額
 （1） ヨーロッパリウマチ学会（EULAR） 20万円
 （2） アメリカリウマチ学会（ACR） 20万円
 （3） アジア太平洋リウマチ学会（APLAR） ※10万円
　     ※但し、国内で開催する場合には、5万円とする。
令和8年の申請書受付期間（消印有効）
 （1） ヨーロッパリウマチ学会（EULAR） 令和8年3月2日～4月2日
 （2） アメリカリウマチ学会（ACR） 令和8年8月4日～9月4日
 （3） アジア太平洋リウマチ学会（APLAR） 令和8年7月27日～8月27日

【報告事項】
1． 令和7年度リウマチの治療とケア教育研修会について
 本年度6地区すべてが終了し、受講者総数443名であったことが報告された。
2． 第17回リウマチ専門職委員会（12月21日）について
 リウマチケア看護師、リウマチ財団登録薬剤師に関する資格審査を実施した他、専門職制度
 全般の定期的な見直しを行ったことが報告された。
3． 法人賛助会員の入会について
 1社の入会が報告された。
4．その他
 広告媒体の多様化に対応するため、日本リウマチ財団ニュースの広告媒体資料を見直したこと
 が報告された。
【審議事項】
1． 令和8年度リウマチ月間リウマチ講演会について
 実行委員長より示されたプログラム案及びポスター案等の協議を行った結果、全員一致を
 以って承認とした。
2． 令和8年度リウマチの治療とケア教育研修会について
 近畿地区を増設することが承認された。受講者の更なる増加を期待するものである。
3．リウマチケア看護師（第16期新規/第6・11期更新）の登録申請について
 新規60名、更新78名について審議した結果、登録することを承認した。
4．リウマチ財団登録薬剤師（第12期新規/第2・7期更新）の登録申請について
 新規31名、更新67名について審議した結果、登録することを承認した。
5．看護師/薬剤師/理学・作業療法士規則の一部改正（案）について
 各制度の円滑な実施に向け、教員の資格要件にかかる運用を見直した結果、一部改正を行う
 ことが承認された。今後の申請の増加をはかるものである。

日本リウマチ財団公式X
ぜひフォローをお願いいたします。
→ リウマチ専門職の登録時期のお知らせや、研修会のお知らせなどを
 タイムリーに発信しています。

■日本リウマチ財団教育研修単位
日本リウマチ財団登録医単位 6単位
日本リウマチ財団登録リウマチケア看護師単位 6単位
日本リウマチ財団リウマチ登録薬剤師単位 6単位
日本リウマチ財団登録理学療法士・作業療法士単位 6単位

診療に携わる者として、自身の立場で何ができ
るのかを静かに問い直す機会を与えてくれる
一編であったと思います。
　新しい年度を前に、本号が診療や研究など
それぞれの立場で、読者の皆様の今後の取り
組みを考える一助となることを願っています。
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